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平
成
二
十
四
年
度
秋
田
支
部
総
会
は
、
公

益
社
団
法
人
と
し
て
、
四
月
七
日
午
後
三
時

か
ら
、
秋
田
市
の

「協
働
大
町
ビ
ル
」
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

鈴
木
事
務
局
長
の
進
行
に
よ
つ
て
始
ま
り

会
員
総
数
六
十
七
名
の
内
、
出
席
会
員
二
十

名
、
委
任
状
提
出
会
員
三
十
九
名
を
確
認
。

は
じ
め
に
佐
々
木
支
部
長
か
ら
、
公
益
社

団
法
人
に
移
行
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
支
部

で
出
来
る
こ
と
を
出
来
る
範
囲
内
で
行
う
事

と
し
、
運
営
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
等
と

の
挨
拶
が
あ

っ
た
。

続
い
て
、
鈴
木
副
支
部
長
を
議
長
に
指
名

し
て
、
案
件
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

案
件

一　

平
成
二
十
三
年
度
の
事
業
に
つ

い
て
鈴
木
事
務
局
長
が
報
告
。
支
部
山
行
と

し
て
中
国

・
延
辺
市
側
か
ら
の

「長
白
山
登

山
」
春
は
神
官
寺
岳
か
ら
伊
豆
山
縦
走
、
秋

は
高
山
、
高
岩
山
の
実
施
。
公
益
的
事
業
と

し
て
太
平
山
前
岳
歩
道
の
刈
り
払
い
、
及
び

案
内
板
設
置
。
本
ム
報
の
発
行
、
支
部
長
会
議
、

事
務
局
担
当
者
会
議
、
本
会
総
会
並
び
に
年

次
晩
餐
会

へ
の
出
席
等
の
報
告
。

案
件
二
　
平
成
二
十
二
年
度
収
支
決
算
に

つ
い
て
杉
山
会
計
担
当
が
報
告
。
高
橋
会
計

監
事
か
ら
、
四
月
四
日
、
秋
田
市
の
ア
ル
ヴ

エ
に
お
い
て
行
わ
れ
た
会
計
監
査
の
結
果
、

関
係
書
類
が
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
事
業
及
び
決
算
は
承
認
さ
れ

た
。案

件
三
　
平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
に

つ
い
て
鈴
木
事
務
局
長
が
説
明
。
支
部
山
行

と
し
て
、
台
湾

・
北
大
武
山
、
春
、
秋
の
里

山
山
行
、
自
然
保
護
全
国
集
会
、
本
会
通
常

総
会
、
年
次
晩
餐
会
、
支
部
長
会
議
等

へ
の

出
席
。
公
益
的
事
業
と
し
て
、
太
平
山
中
岳

歩
道
刈
り
払
い
、
大
平
山
山
開
き
市
民
登
山

へ
の
協
力
等
。

案
件
四
　
平
成
二
十
四
年
度
予
算
案
に
つ

い
て
杉
山
会
計
担
当
か
ら
、
本
会
の
助
成

金

・
補
助
金
が
、
本
年
度
か
ら
そ
の
支
出
に

つ
い
て
制
約
さ
れ
る
こ
と
等
が
説
明
さ
れ
、

事
業
計
画
、
予
算
案
と
も
に
承
認
さ
れ
た
。

案
件
五

・
案
件
六
　
鈴
木
事
務
局
長
か
ら

本
年
四
月

一
日
に
公
益
社
団
法
人
へ
移
行
す

る
こ
と
か
ら
、
二
月
上
旬
ま
で
に
新
規
約
、

及
び
支
部
長
予
定
者
の
報
告
を
す
る
よ
う
本

会
か
ら
指
示
が
あ
り
、
二
月
二
十
二
日
に
役

員
会
を
開
催
し
、
支
部
規
約
、
役
員
に
つ
い

て
審
議
し
、
総
会
で
承
認
を
お
願
い
す
る
こ

と
し
た
と
の
説
明
が
あ
り
、
規
約
、
役
員
と

も
に
、
承
認
さ
れ
た
。

二
十
四

・
二
十
五
年
度
の
役
員
は
次
の
通

委

員

福
田
光
子
　
柳
田
勇
悦

鎌
田
倫
夫
　
佐
藤
　
博

堀
井
　
弘
　
石
川
祐
子

柴
田
　
勧
　
伊
藤
秀
雄

杉
山
雄
幸
　
一二
浦
員
六

安
藤
金
栄

高
橋
忠
雄
　
大
山
健
助

監

事

総
会
は
午
後
四
時
に
終
了
し
、
引
き
続
い
て

行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
鈴
木
副
支
部
長
の

乾
杯
の
発
声
で
始
ま
り
、
久
々
の
顔
合
わ
せ

に
、
新
法
人

へ
移
行
し
た
こ
と
で
の
こ
れ
か

ら
の
当
会
の
あ
り
方
や
、
ムロ
湾
山
行
の
こ
と
、

春
山
山
行

へ
の
期
待
、
会
員
の
個
人
山
行
情

報
等
、
四
方
山
話
で
盛
り
上
が
り
、
午
後
九

時
頃
、
寺
田
会
員
の
お
開
き
の
乾
杯
で
散
会

し
た
。

名
誉
顧
問
　
保
坂
隆
司

長
岩
嘉
悦

顧
　
　
問
　
佐
藤
昭
義

支

部

長
　
佐
々
木
民
秀

副
支
部
長
　
鈴
木
要
三

事
務
局
長
　
鈴
木
裕
子

会
計
担
当
　
杉
山
雄
幸

進
藤
　
昭

安
東
武
俊

北
林
嘉
鶴
子

今
野
昌
雄
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お
礼
　
次
の
方
々
か
ら
ご
芳
士心
を
頂
き
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

進
藤
　
昭
　
一
万
円
、　
安
藤
武
俊
　
五
千
円

佐
藤
昭
義
　
五
千
円
　
佐
々
木
民
秀

一
万
円

北
林
嘉
鶴
子
　
四
千
円
、
伊
藤
秀
雄
　
四
千

五
百
円

清
酒
　
今
野
昌
雄
　
佐
藤
和
志
　
鈴
木
裕
子

石
川
祐
子

出
席
者

（順
不
動
）

佐
々
木
民
秀
　
北
林
嘉
鶴
子
　
福
田
光
子

今
野
昌
雄
　
鈴
木
要
三
　
杉
山
雄
幸

大
山
健
助
　
鈴
木
裕
子
　
堀
井
　
弘

佐
藤
　
博
　
一品
橋
忠
雄
　
寺
田
新

一

石
川
祐
子
　
柴
田
　
勧
　
佐
々
木
長
秀

安
藤
金
栄
　
熊
谷
光
子
　
後
藤
浩
二

総
会
の
み
出
席
　
真
坂
洋

一　
伊
藤
秀
雄

親
会
の
み
出
席
　
佐
藤
和
志
　
小
笠
原
義
雄

平
成
二
十
四
年
四
月

一
日
か
ら

「社
団

法
人
日
本
山
岳
会
」
か
ら

「公
益
社
団
法

人
日
本
山
岳
会
」
に
移
行
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
秋
田
支
部
も

「公
益
社

団
法
人
日
本
山
岳
会
秋
田
支
部
」
と
な
り
、

規
約
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

公
益
的
事
業
を
行
う
こ
と
が
義
務
と
な

り
ま
し
た
が
、
秋
田
支
部
と
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
、
楽
し
く
、
出
来
る
範

囲
内
で
、
市
民
登
山
の
サ
ポ
ー
ト
等
を
行

い
た
い
と
思
つ
て
お
り
ま
す
。

「山
」
四
月
号
で
、
公
益
法
人
化
の
狙

い
と
こ
れ
か
ら
の
日
本
山
岳
会
の
取
組
方

針
に
つ
い
て
、
尾
上
会
長
が
纏
め
て
述
べ

て
お
り
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

秋
田
支
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
支
部
山
行

と
し
て
台
湾
の
南
湖
大
山
、
玉
山
、
雪
山
、

秀
姑
轡
山
の
登
頂
を
終
え
て
い
る
。
一」
の
度
、

残
る

一
つ
の
台
湾
南
部
に
奮
え
る
北
大
武
山

（三
〇
九
〇

ｍ
）
を
十
三
年
ぶ
り
に
再
度
計

画
。
支
部
会
員
五
名
、
五
月
七
日
か
ら
八
日

間
の
日
程
で
実
施
し
、
念
願
の
台
湾
五
岳
を

完
登
し
た
。

七
日
、
羽
田
空
港
を
飛
び
立
ち
、
台
北

・

松
山
空
港
で
林
照
雄
氏
ご
夫
妻
と
ガ
イ
ド
の

林
宗
儒
さ
ん
の
出
迎
え
を
受
け
、
ホ
テ
ル
で

荷
物
の
整
理
後
、
林
ご
夫
妻
の
案
内
で
賑
や

か
な

「夜
市
」
を
見
物
す
る
。

八
日
、
台
北
か
ら
専
用
車
で
高
速
道
路
を

高
雄
に
移
動
し
、
秋
田
県
田
沢
湖
と
二
十
五

年
前
に
姉
妹
湖
の
提
携
を
結
び
、
辰
子
飛
翔

像
の
立
つ
澄
清
湖
を
散
策
す
る
。

九
日
、
山
岳
ガ
イ
ド
の
林
哲
全
さ
ん

（中

華
山
岳
協
会
資
訊
組
長
）
と
王
主
年
さ
ん
（同

指
導
員
）
の
案
内
で
二
台
の
四
輪
駆
動
車
に

分
乗
し
て
出
発
。
泰
武
分
駐
所
で
許
可
証
の

チ

エ
ツ
ク
を
受
け
登
山
口
へ
。
こ
こ
で
ポ
ー

タ
ー
に
荷
物
を
預
け
、
巻
き
道
を
経
て
旧
登

山
口
へ
。
そ
の
先
、
０
　
５
ｋ
ご
と
の
標
柱

に
導
か
れ
、
ヒ
ノ
キ
の
大
木
が
茂
る
立
派
な

テ
ン
ト
場
の
あ
る
檜
谷
山
荘
（収
容
六
十
名
）

に
着
く

（歩
行
六
時
間
程
）。
こ
こ
に
は
側
溝

風
の
ト
ヨ
に
引
水
し
た
快
適
な
水
洗
ト
イ
レ

が
あ
つ
た
。

十
日
、
午
前
四
時
過
ぎ
、
山
荘
を
出
発
。

鬱
蒼
た
る
巨
木
の
中
を
急
登
と
ト
ラ
バ
ー
ス

を
繰
り
返
し
な
が
ら
登
り
、
「神
木
」
と

「水

場
」
を
経
て
主
稜
線
に
出
る
。
南
に
連
な
る

稜
線
の
先
に
は
南
大
武
山

（二
人
四

一
ｍ
）

が
あ
る
が
、
廃
道
と
な
つ
て
い
た
。

こ
こ
か
ら
北

へ
と
向
か
う
が
、
濃
い
ガ
ス

と
や
や
強
い
風
の
中
を
大
武
祠

（高
砂
義
勇

軍
記
念
碑
と
大
武
の
小
神
社
が
あ
る
。
）
に
至

り
、
そ
の
先
数
回
の
登
り
下
り
を
繰
り
返
し

て
、
十
時
三
十
分
頃
、
露
岩
で
ピ
ー
ク
を
成

す

一
等
三
角
点
の
北
大
武
山
頂
に
着
き
、
当

支
部
念
願
の
台
湾
五
岳
完
登
を
喜
び
あ
っ
た
。

北
大
武
山
頂

山
頂
部
の
み
が
薄
い
ガ
ス
の
中
で
、
記
念

撮
影
後
、
大
武
祠
に
戻
る
。

，ビ
」
で
昼
食
中
、

心
配
し
て
い
た
雨
が
降
り
出
し
、
檜
谷
山
荘

ま
で
雨
の
中
を
下
る

（往
復
十
三
時
間
程
）
。

（こ
の
日
、
雪
山
で
外
国
人
三
名
落
雷
で
死

亡
し
て
い
る
。
）

十

一
日
、
昨
夜
か
ら
雷
鳴
り
や
ま
ず
、
激

し
い
豪
雨
、
本
格
的
に
梅
雨
入
り
と
の
こ
と
。

早
朝
、
小
雨
の
中
を
山
荘
出
発
。
途
中
、
サ

ル
の
群
れ
や
キ
ジ
、
カ
モ
シ
カ
、
そ
れ
と
ヒ

ル
ま
で
も
観
察
し
な
が
ら
登
山
口
に
無
事
到

着
。
高
雄
に
戻
り
、
昼
食
後
林
、
王
の
両
山

岳
ガ
イ
ド
と
別
れ
、
ガ
イ
ド
の
林
宗
儒
さ
ん

の
案
内
で
フ
エ
リ
ー
に
乗
り
、
旗
津
に
渡
っ

て
観
光
す
る
。

十
二
日
、
高
雄
港
を
望
む
寿
山
公
園
や
蓮

池
漂
の
寺
廟
群
、
高
雄
市
場
等
を
見
学
し
、

新
幹
線
で

「母
の
日
」
で
賑
わ
う
台
北
に
戻

アリ
。十

三
日
、
旧
知
の
林
照
雄
氏
の
案
内
で
陽

明
山

（七
星
山
）

へ
。
立
派
に
整
備
さ
れ
た

石
敷
き
の
登
山
道
を

一
時
間
二
十
分
か
け
て

一
等
三
角
点
の
あ
る
台
北
市
最
高
峰
の
七
星

山

（
一
〓

一〇

じ

へ
。
こ
の
先
、
二
等
三

角
点
の
東
峰
を
経
て
冷
水
抗
登
山
口
に
下
山
。

好
天
の
下
に
眺
望
を
十
分
に
楽
し
ん
だ
。

想
え
ば
、
過
去
に
何
度
も
雨
天
で
登
れ
ず
、

今
回
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
四
度
目
に
し
て
よ

う
や
く
登
る
こ
と
が
で
き
感
無
量
で
あ
つ
た
。

下
山
後
、
北
投
温
泉

（駅
舎
な
ど
街
並
み

は
以
前
と
は
大
幅
に
変
貌
し
、
温
泉
プ
ー
ル

や
資
料
館
等
が
あ
り
、
賑
わ
つ
て
い
た
）
、
故

官
博
物
院

へ
。

夜
は
林
氏
宅
で
奥
様
の
お
手
料
理
で
五
岳

完
登
の
祝
宴
を
し
て
頂
い
た
。

翌
十
四
日
、
ホ
テ
ル
ま
で
見
送
り
に
来
て

い
た
だ
い
た
林
氏
と
再
会
を
約
し
、
無
事
に

帰
秋
し
た
。

台
湾
五
岳
螢
頂
を
終
え
て

＝
お
六
議
山
山
行
報
告
――

佐
々
木
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振
り
返
る
に
、
平
成
十

一
年
に
秋
田
支
部

設
立
四
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
企
画
し
た

五
岳
最
後
の
北
大
武
山
（大
覇
尖
山
と
共
に
）

は
、
実
施
直
前
の
台
湾
大
地
震
に
よ
り
中
止
。

十
三
年
は
台
風
十
六
号
の
大
被
害
、
十
五

年
に
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
と
、
立
て

続
け
に
中
止
と
な
っ
て
い
た
だ
け
に
、
こ
の

度
の
登
頂
に
は
格
別
な
思
い
を
感
じ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
台
湾

へ
の
登
山
は
、
そ
の
都

度
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
林
照
雄
氏
の
手
配

で
実
施
し
て
き
た
が
、
氏
は
健
康
上
の
理
由

で
高
山
へ
の
登
山
は
控
え
て
お
り
、
こ
の
度

は
、
台
湾
山
岳
の
色
々
な
資
料
を
提
供
し
て

き
た
ア
ル
バ
イ
ン
ツ
ア
ー
社

へ
手
配
を
依
頼

し
た
次
第
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
台
湾
山
行

へ
参
加

さ
れ
た
各
会
員
は
じ
め
、
台
湾
岳
人
、
協
力

い
た
だ
い
た
支
部
会
員
に
心
か
ら
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。

参
加
者
　
佐
々
木
民
秀
　
ハ
「
野
昌
雄

鈴
木
裕
子
　
佐
々
木
長
秀

会
員
外
　
藤
田
正
義

き山
に
協
力

六
月
十
二
日
、
毎
年
六
月
第
二
日
曜
日
に

開
催
さ
れ
る
秋
田
市
、
五
城
目
町
、
上
小
阿

仁
村
で
構
成
さ
れ
る

「太
平
山
県
立
自
然
公

園
整
備
促
進
地
域
協
議
会
」
主
催
の
山
開
き

清
掃
登
山
に
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
協
力
。

秋
田
市
か
ら
は

一
般
参
加
者
三
十
四
名
程

が
三
班
編
成
で
旭
又
コ
ー
ス
か
ら
登
る
。

上
小
阿
仁
村
か
ら
の
萩
形
コ
ー
ス
は
道
路

崩
壊
箇
所
が
あ
り
、
村
か
ら
の
参
加
者
も
旭

又
コ
ー
ス
か
ら
登
り
、
賑
や
か
で
あ
つ
た
。

小
雨
が
降
る
時
間
帯
も
あ
つ
た
が
、
時
折

陽
も
射
し
、
暑
か
ら
ず
寒
か
ら
ず
の
登
山
日

和
、
ヒ
メ
シ
ャ
ガ
や
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
等
の

花
々
が
登
山
道
脇
に
現
れ
る
と
参
加
者
は
大

喜
び
で
あ
つ
た
。

山
頂
神
社
で
安
全
登
山
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、

天
候
を
心
配
し
て
早
日
の
下
山
。
最
後
尾
に

時
間
を
と
ら
れ
た
が
、
事
故
も
無
く
無
事
に

全
員
下
山
し
た
。

参
加
者

佐
々
木
（民
）

柳
田
　
鎌
田
　
堀
井

鈴
木
（裕
）

安
藤
（金
）

福
田
（光
）

今
野
曾
已
　
伊
藤
（秀
）

長
岡
　
石
川

柴
田
（勧
）

佐
々
木
（長
）

会
員
外
　
柴
田

（路
）

断
Ｔ
塵

八
十
四
号
　
一
頁
上
段
　
議
長

今
野
（昌
）支
部
長
を
柴
田
委
員
に
訂
正

八
十
六
号
　
四
頁
上
段
年
次
晩
餐
会
参
加
者

高
橋
浩
二
を
高
橋
洋
二
に
訂
正

◎
本
会
第

一
回
通
常
総
会
終
え
る

平
成
二
十
四
年
年
六
月
十
六
日
、
午
後
二

時
か
ら
東
京
都
千
代
田
区

・
主
婦
会
館
プ
ラ

ザ

エ
フ
に
お
い
て
開
催
。

平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決

算

・
財
産
目
録
承
認
の
件
、
二
十
四
年
度
除

籍
予
定
者
の
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

※
支
部
長
会
議
　
秋
田
支
部
欠
席

平
成
二
十
四
年
度
六
月
通
常
総
会
時

◎
会
員
数

名
誉
会
員

水ヽ
年
会
員

終
身
会
員

通
常
会
員

。
他

五
〇
五
六
名

一
人
名

二
人
四
名

一
一
三
名

四
六
四

一
名

平
成
二
十
二
年
度
の
増
減

新
入
会
員
　
　
　
　
一
七
四
名

復
活
会
員
　
　
　
　
　
　
二
名

物
故
会
員
　
　
　
　
　
五

退
会
者
　
　
　
　
　
一
四

除
籍
者
　
　
　
　
　
　
四

秋
田
支
部
会
員
　
　
　
　
　
　
　
占ハ
十
七
名

（平
成
二
十
四
年
四
月
末
現
在
）

陽明山七星山山頂

台 湾五岳

南湖大山 (3742m)平成 6年
玉 山  (3952m)平 成 8年

雪 山  (3886m)平 成 8年

秀姑轡山 (3860m)平 成 11年

北大武山 (3092m)平 成 24年

五岳登頂者

佐々木民秀 鈴木裕子

林照雄氏宅で

名 名 名



日 本 山 岳 会 秋 田 支 部 (4)

五
月
二
十
七
日

（晴
）

集
合
場
所
の
上
小
阿
仁
を
人
時
三
〇
分
に

参
加
者
十
名
が
三
台
に
分
乗
し
て
出
発
。

大
館
市
北
部
の
白
沢
よ
り
県
道
に
入
る
と

白
沢
郵
便
局
の
北
側
に
自
沢
神
社
が
あ
る
。

空
地
に
駐
車
し
て
少
し
進
む
と
、
杉
林
の
中

に
鳥
居
が
あ
り
、
そ
れ
が

一
つ
日
の
山
、
館

山
へ
の
参
道
に
な
つ
て
い
る
。

道
は
荒
れ
て
い
る
が
森
林
伐
採
直
後
で
あ

り
、
急
斜
面
を
迷
わ
ず
登
れ
る
。
南
峰
は
岩

山
に
な
っ
て
お
り
、
太
平
山
碑
が
祀
ら
れ
て

い
る
。
高
い
方
は
北
峰
で
あ
り
、
地
図
に
記

名
の
無
い
館
山

（二
四
〇

ｍ
）
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
男
神
山
。
矢
立
小
学
校
前
を

通
り
、
粕
田
地
区

へ
向
か
う
。

登
山
口
に
は
男
神
山
神
社
が
あ
り
、
参
拝

し
て
、
神
社
の
脇
か
ら
高
圧
線
沿
い
に
登
る
。

鉄
塔
を
過
ぎ
て
直
ぐ
右
折
す
る
と
急
な
登
り

が
続
き
、
や
が
て
緩
や
か
に
な
る
と
頂
上
で

あ
る
。
こ
こ
に
も
ま
た
太
平
山
碑
が
祀
ら
れ

て
い
る
男
神
山

（三
四
〇
，
七

ｍ
）
の
山
頂

峰
で
あ
る
。
国
道
七
号
線
か
ら
女
神
山

（二

人
三

ｍ
）
と
並
ん
で
二
つ
の
三
角
峰
が
眺
め

ら
れ
る
そ
の

一
峰
で
あ
る
。

下
山
し
て
、
駐
車
場
と
し
て
借
り
て
い
た

地
区
の
集
会
所
前
で
昼
食
と
し
た
。
い
つ
も

の
よ
う
に
皆
さ
ん
持
参
の
ご
馳
走
が
振
る
舞

わ
れ
た
。

三
つ
日
は
、
中
山
。
白
沢
地
区
ま
で
戻
る

と
変
電
所
の
脇
に

「中
山
登
山
口
」
の
看
板

が
あ
る
。
隣
が
空
き
地
に
な

つ
て
い
て
駐
車

に
は
余
裕
が
あ
る
。
貯
水
池
の
十
手
を
通
る

の
だ
が
、
下
山
時
に
は
こ
の
十
手
で
ワ
ラ
ビ

を
大
収
穫
す
る
こ
と
に
な
る
。
参
道
は
広
く

刈
り
払
い
さ
れ
て
い
て
、
村
祭
り
の
後
な
の

か
、
照
明
用
の
電
気

コ
ー
ド
が
山
頂
ま
で
引

か
れ
て
い
た
。

山
頂

（
一
五
人

・
四

ｍ
）
に
は
鳥
居
と
大

平
山
碑
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

四

つ
日
は
、
獅
子
ヶ
森
。
釈
迦
内
地
区
ま

で
戻
り
、
大
館
市
郷
十
館
の
北
の
登
山
口
か

ら
登
る
。
赤
松
混
じ
り
の
雑
木
林
を
登
り
、

尾
根
の
分
岐
に
出
る
。
右
に
進
む
と
山
頂
、

左
に
進
む
と
権
現
岩
で
あ
る
。

獅
子
ヶ
森

（二
二
四

・
七

ｍ
）
の
山
頂
は

狭
く
、
太
平
山
碑
が
祀
れ
て
い
て
、
大
館
盆

地
南
西
の
展
望
が
開
け
て
い
る
。
分
岐
ま
で

戻
り
権
現
岩

へ
。
そ
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ

′り
。帰

路
、
上
小
阿
仁
村
の
道
の
駅
で
解
散
と

な
つ
た
。

参
加
者佐

々
木

（民
）

一局
橋

（忠
）
鎌
田

石
川
　
柴
田
（勧
）
　

伊
藤
（秀
）

佐
々
木
（長
）

佐
々
木
（悦
）

会
員
外
　
柴
田
（路
）

永
田

※
　
本
年
二
月
、
大
館
市
で
発
行
し
た

「大

館
ト
レ
イ
ル
ガ
イ
ド
」
大
館
の
山
を
歩
く
人

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
参
考
に
し
て
、

太
平
山
碑
の
あ
る
山
を
選
ん
だ
。

◎
第
二
回
役
員
会

二
月
二
十
二
日
（水
）

午
後
六
時
か
ら
県

民
会
館

（ジ
ョ
イ
ナ
ス
）
研
修
室
で
開
催
。

四
月

一
日
か
ら
公
益
社
団
法
人
に
移
行
す

る
た
め
、
そ
の
準
備
と
し
て
、
二
月
上
旬
ま

で
に
、
新
法
人
と
し
て
の
秋
田
支
部
規
約
及

び
支
部
長
選
任
予
定
者
の
報
告
を
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
、
平
成
二
十
四
年
度
総
会
案
件

と
と
も
に
審
議
し
た
。

・
新
規
約
に
つ
い
て
は
、
本
会
か
ら
提
示

さ
れ
た
も
の
を
基
本
に
し
て
、
現
行
の
支
部

規
約
と
合
わ
せ
て
検
討
し
た
。

・支
部
長
予
定
者
及
び
役
員
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
新
法
人
移
行
に
つ
い
て
の
経
緯

を
掌
握
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
会
及
び
支

部
の
諸
事
務
が
流
れ
に
乗
る
ま
で
、
現
体
制

が
よ
い
と
の
考
え
で
あ
っ
た
。

・
新
規
約
、
役
員
と
も
に
、
役
員
会
で
承

認
し
た
経
緯
を
総
会
で
説
明
し
て
、
承
認
を

得
る
と
い
う
こ
と
に
な
つ
た
。

・
総
会
案
件
は
、
二
十
三
年
度
事
業
報
告

及
び
決
算
報
告
、
二
十
四
年
度
事
業
案
の
共

益
的
事
業
の
支
部
山
行
に

つ
い
て
は
、
台

湾

・
北
大
武
山
、
春
、
秋
の
里
山
山
行
、
公

益
的
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
民
登
山
の
サ
ポ

ト
ト
、
大
平
山
中
岳
歩
道
の
刈
り
払
い
等
が

提
案
さ
れ
た
。

。
そ
の
他

出
席
者

佐
々
木
（民
）

〈
「
野
（昌
）

鈴
木
（裕
）

福
田
（光
）

杉
山
　
堀
井
　
伊
藤
（秀
）

柳
田
　
鎌
田
　
佐
藤
（博
）
　

石
川

柴
田
　
一二
浦
（員
）

安
藤
（金
）

高
橋
（忠
）

大
山
（健
）

太平山の石碑のある館山

男神 山頂上


